題材構造図「Ⅽ　消費生活・環境」
知識・技能
思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

貫く課題


より無駄なく経済的に金銭を管理するためには、
どのような消費行動をとればよいだろうか。
第１題材　「マネーマネジメントに挑戦！」（全５時間）



1 消費者としての自覚
自分や家族の消費生活について問題を見いだし，題材を通した課題を設定する力を身に付けている。
【持続可能な社会の構築】【健康・快適・安全】（１）ア（ア）（イ）イ



②金銭の管理
収支のバランスを図るために，生活に必要な物資・サービスについての金銭の流れを把握し，必要性を判断し，優先順位を考慮して調整することが重要であることを理解している。
【持続可能な社会の構築】【健康・快適・安全】（１）ア(ア)(イ)




ｖ

③購入方法の特徴
多様化した販売方法の特徴とそれぞれの特徴をいかして適切に販売方法を選択する必要性を理解している。
【持続可能な社会の構築】【健康・快適・安全】（１）ア(ア)（イ）



	


	
⑤商品の選択
物資・サービスの選択について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，必要な情報の収集・整理を適切に行うとともに，得た情報を活用して課題を解決する力を身に付けている。
【持続可能な社会の構築】【健康・快適・安全】（１）イ
身近な消費生活と環境について工夫し実践しようとしている。
④支払方法の特徴
多様化した支払方法の特徴と支払方法の特徴に応じた計画的な金銭管理の必要性について理解している。
【持続可能な社会の構築】【健康・快適・安全】（１）ア(ア)（イ）







第２題材　「自らの消費行動に責任がもてる消費者になろう！」（全５時間）


➀消費者の権利と責任
消費者の権利の行使には責任の遂行が伴うことに気付き，消費者の権利と責任について具体的に理解している。
【持続可能な社会の構築】【健康・快適・安全】（２）ア
自らの消費行動に責任がもてる消費者になるには、
どうすればよいだろうか。





 ②消費者被害の背景
売買契約で，消費者にとって熟慮する時間が短かったり，必要な情報が与えられなかったりする場合に消費者被害に結び付きやすいことに気付き，消費者と事業者の間にある情報量などの格差によって発生したりインターネットの普及，キャッシュレス化の進行によってトラブルが拡大しやすくなったりすることについて理解している。
【持続可能な社会の構築】（１）ア(イ)






貫く課題　曲がった木を生かした製品をつくろう

    ③消費者トラブルの解決方法
消費者トラブルを防ぐには，消費者と事業者が対等な立場で結んだ公正な売買契約であるかどうかを判断する必要性があることと消費者支援の仕組みについて理解している。
【持続可能な社会の構築】（１）ア(イ)　
⑤持続可能な社会生活を目指して
消費生活の在り方やライフスタイルの改善に向けて検討し，計画を適切に立てる力を身に付けている。
【持続可能な社会の構築】
（２）ア（３）ア
＜学習後の生徒の意識＞
・購入方法や支払方法にはそれぞれに特徴があり，計画的に金銭管理をする必要があることや消費者の基本的な権利と責任，自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解することができた。
・より無駄なく，経済的に金銭管理をしていくために，また自分や家族の消費行動に責任をもつために，何をしていくべきか考え,実践から課題を見いだし，進んで解決していきたい。
・商品を購入した後の保証や環境への影響，消費者の権利と責任という観点からも消費生活をみつめ，よりよい消費行動ができるよう，実践していきたい。
④消費生活が社会や環境に与える影響
自分や家族の消費行動が環境や社会に及ぼす影響について理解し，責任のある消費行動について工夫している。
【持続可能な社会の構築】
（２）アイ（３）ア


自分や家族の消費生活をみつめ持続可能な社会をめざして主体的に取り組んだり改善したりして実践しようとしている。

